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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
（本論文の意義）
　本論文は建築家の職能の生成と変容を研究対象とし、長期にわたる広汎な参与観察と聞き取り調査を通し
て、後期近代社会における建築専門職の位置づけとその職業実践やクライアントとの信頼構造の変容を明ら
かにしている。本論文のもつ学術的意義として以下の三点を挙げることができる。
　第一に、本論文は専門職としての建築家の職能を正面から取り上げ、社会学の観点から理論的・実証的に
検討した初めての本格的研究である。従来も建築家の専門職としての特性や文化人としての威信、建築デザ
インの公共性などをめぐる個別的分析はなされてきたが、本研究はより広く職業社会学（プロフェッション
の社会学）、文化社会学、現代社会論（再帰的近代化論）の観点と知見を統合しつつ、参与観察と聞き取り
調査による豊富な実証的データを踏まえ、優れた「（現代日本の）建築家の社会学的研究」として結実して
いる。本論文は、戦後日本における典型的な建築家像を「近代的住宅モデルの提供者」（戦後復興期）、「商
品化住宅に対抗する前衛的デザインの提供者」（高度成長期）、「メディア文化人」（消費社会期）、「ローカル
志向のソーシャル・アーキテクト」（2000年代以降）等として明確化する。その上で、こうした建築家像の
生成と変容を職業的エートスの継承、大学教育によるハビタス形成、専門知の変容（コンピュータ化、非独
占化）などの社会学的要因に着目しながら、再帰的近代化における空間の「脱埋め込み／再埋め込み」（A. ギ
デンズ）という社会的力学を通して理解し、説明することに成功している。その結果、本論文は建築家だけ
でなく、広く後期近代の社会状況におかれた専門職一般の職能やエートスの研究に対しても豊かなインプリ
ケーションをもつ、射程の広い社会学的研究となりえている。
　第二に、本論文は現在進行中（2000年代以降）のソーシャル・アーキテクトと呼ばれる新たな「建築家」
の登場に注目し、リアルタイムの参与観察と理論的考察を往復しながら、説得力のある社会学的考察を行っ
ている。近代化における空間の「脱埋め込み」は、後期近代の新自由主義において加速され、「ファスト風土化」
「ジェントリフィケーション」「ショッピングモール化」といった均質化・一様化をもたらしたが、こうした
「脱埋め込み」の徹底化が同時に、「リノベーションまちづくり」「居場所づくり」「コミュニティ福祉」「コ
ミュニティ・デザイン」などの＜ローカル＞な社会的文脈への「再埋め込み」に対する希求を生み出してきた。
近年のソーシャル・アーキテクトはこうした新たな社会的ニーズに応えて登場し、独立自営で公共的・文化
的エートスをもつ「顔の見える専門家」として、空間の「再埋め込み」を実現するためのアクセスポイント
として機能しているものと分析される。その職能実践の特徴は従来のような専門知独占や専門家支配とは異
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なり、地域住民をはじめとするクライアントを対等な協働者として位置づけ、自らは様々なイベントやワー
クショップを通じて＜ローカル＞再生のためのコーディネータ（媒介者）として活動する点にある。ソーシャ
ル・アーキテクトの場合、物理的建築の技術性や建築デザインのアート性（作家性）以上に、地域住民と協
働して新たな空間づくりをするコミュニティ・ワーク（媒介性）が重要性を帯びてくるのである。本論文は
こうした職能変容を確認した上で、報酬の曖昧化や専門資格の空洞化という現在進行形の新たな課題を浮か
び上がらせることに成功している。
　第三に、本論文の土台をなす参与観察と聴き取り調査は、「当事者研究」的な側面を併せもつことによっ
て、地方在住の多くの無名の若手・中堅建築家たちの、日常活動に照準した等身大の建築家像を浮かび上が
らせることに成功している。この点で、著者自身が芸術系大学で建築学を学び、建築士（二級）として設計
実務に携わるなかで、建築家の職能や社会的意義について自問自答をくりかえしてきた経験が生かされてい
る。そうした当事者としての問題意識が、同輩である調査対象の若手・中堅建築家たちの日常感覚と共振し、
「建築家を名乗ることへのためらい」「金銭的報酬とやり甲斐のバランスの微妙さ」「職業的理想や矜持への
こだわり」などをめぐるリアルで生々しい証言と観察記録を可能にしている。本論文の作成過程で収集され
た調査データは、今後の建築家研究や専門職研究にとっても大きな価値をもつものと考えられる。
　以上指摘したように、本論文は後期近代における建築家の職能と社会的位置づけの変容を明らかにした社
会学的研究として、博士学位申請論文に求められる学術的水準を満たしていると判断する。
（本論文の課題）
　以下では、申請者がさらなる研究の充実と展開に向けて、今後取り組むべき課題を指摘しておきたい。
　第一に、（日本の）大学における建築教育の多様性をより丁寧に調査し、分析に取り込んでいくことが望
ましい。（申請者の卒業した）芸術系大学の建築学部とは異なり、工学部に属する建築学科ではデザイン系
教育だけでなくエンジニア系教育の存在感も大きい。そこでは設計図の講評会において感覚的指示よりも論
理的説明が重視されることがあり、講評会そのものが行われないケースもある。卒業後の進路としてもアト
リエ系（芸術系）設計事務所は限られており、多くは建設業界や官公庁に進んでいる現状がある。そうした
教育現場の実態のもつ多様性を加味しながら、建築家養成における大学の役割をより丁寧に把握していくこ
とを期待したい。
　第二に、専門職研究としてさらなる深化を図るために、聞き取り調査の対象を建築家に限定せず、クライ
アントや雇用企業にまで拡げていくことが期待される。これによって、建築家の職能のあり方をクライアン
トの属する社会階層や雇用企業による処遇などと関連づけて考察することが可能になるはずである。本論文
における経験的調査の対象は主に建築家本人に絞られてきたが、今後は調査対象をクライアントや企業、自
治体、地域住民など、建築家を取り巻く社会環境の全体へと拡げていくことが期待される。なお、上記第一
の指摘に関連するが、より多くの「企業内建築家」を調査対象に加えることで、サンプルの代表性をより高
めていくことが望まれる。
　第三に、本論文はその重要な理論的枠組みとしてギデンズの再帰的近代化論に依拠しているが、この枠組
みの有効性と限界についてさらに考察を深めていくことが期待される。
　再帰的近代化論では空間の「脱埋め込み」はそのつどの「再埋め込み」を呼び起こしながらも、おわりの
ない循環と前進の運動をくり返すものとされている。その意味では「再埋め込み」は「脱埋め込み」の問題
性を一時的に緩和しつつも結局は補充・補完する運動にすぎない。こうした両者の「共犯性」は本論文にお
いても強調され、具体的な事例に即して分析されている。とはいえ、近年の＜ローカル＞志向のソーシャル・
アーキテクトの実践が、新自由主義的な「脱埋め込み」の未曾有の徹底化を背景として生れていることに注
目する必要がある。同様の動きは＜ローカル＞を志向する現代アートにも見られるが、こうした現代的変容
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が再帰的近代化論の枠内で十分に理解しうるのか否か、あらためて再考することも必要になるのではないか。
今後の研究に向けた、大きな可能性をもつ理論的課題として指摘しておきたい。
　以上、本審査委員会は、本学位申請論文の内容と申請者の研究活動を慎重に審査し、2017年７月10日に行
われた公開の最終審査口頭試問の結果をも加味して判断し、松村淳氏は博士（社会学）の学位を授与するの
にふさわしいとの結論を得たので、ここに報告する。
